
　

当
社
は
、２
０
２
２
年
４
月
１
日
か
ら「BIPRO

GY

（
ビ
プ
ロ
ジ
ー
）」
へ
商
号
変
更
す
る
。
こ
の
新
し
い

社
名
は
、光
が
屈
折
、反
射
し
た
時
に
見
え
る
７
色
の

頭
文
字
を
並
べ
た
造
語
で
あ
る
。
私
達
は
、
持
続
可

能
な
未
来
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
用
い
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
続
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
新
た
な
視
点
や

発
見
の
源
泉
と
な
る
多
様
性
が
欠
か
せ
な
い
。
光
は
、

そ
の
組
み
合
わ
せ
で
見
え
方
が
変
化
す
る
。「
様
々

な
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
や
多
種
多
様
な
人
々
が
持

つ
光
彩
を
掛
け
合
わ
せ
、
混
沌
と
し
た
社
会
の
中
で

新
た
な
道
を
照
ら
し
出
す
」、
そ
し
て
「
光
彩
が
状

況
に
応
じ
て
変
化
す
る
よ
う
に
、
社
会
や
環
境
変
化

に
応
じ
て
提
供
す
る
価
値
を
変
え
て
い
く
」
と
い
う

意
味
を
込
め
た
、
ま
さ
に
、
多
様
性
を
体
現
す
る
社

名
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

　

当
社
が
目
指
す
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
と
は
、
一

人
ひ
と
り
が
「
個
」
の
多
様
性
を
高
め
、
自
ら
の
個

性
を
発
揮
し
、
互
い
の
個
性
を
受
け
入
れ
る
こ
と
。

異
な
る
個
性
同
士
が
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
さ
せ
、「
社
会
的
価
値
」
と
「
経

済
的
価
値
」
の
両
方
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
だ
。
中
で

も
女
性
の
活
躍
推
進
は
、
全
て
の
「
個
」
の
多
様
性

（
イ
ン
ト
ラ
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）を
受

け
入
れ
、
活
か
す
第
一
歩
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

当
社
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
お
け
る
重
点
項
目

の
１
つ
と
位
置
付
け
て
い
る
。

経
営
戦
略
と
し
て
の 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

　

多
様
な
人
材
の
能
力
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
組
織

風
土
を
醸
成
す
る
た
め
、
当
社
で
は
２
０
１
８
年
度

に
ス
タ
ー
ト
し
た
前
中
期
経
営
計
画
に
お
い
て
、
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
を
含
む
風
土
改
革
を
重
点
施
策

の
１
つ
に
据
え
、
社
内
外
へ
向
け
た
「
ト
ッ
プ
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
」、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
別
の
「
意
識
・
行
動

改
革
」、
よ
り
柔
軟
な
「
制
度
・
仕
組
み
の
整
備
」

を
三
位
一
体
で
、
継
続
的
に
推
進
し
て
い
る
。

　

ト
ッ
プ
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
し
て
は
、
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
や
企
業
の
持
続
的
成
長
の
側
面
か
ら

「
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
」
を
特
定
し
、
そ
の
１
つ
に
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
Ｃ
Ｅ
Ｏ

サ
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、経
営
リ
ー
ダ
ー

に
求
め
ら
れ
る
７
つ
の
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
要
件
の
１

つ
に
「diversity &

 inclusion

」
を
設
定
し
、
経

営
陣
の
多
様
性
の
受
容
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
２

０
２
０
年
度
に
は
、
意
思
決
定
層
に
お
け
る
多
様
性

確
保
の
た
め
女
性
役
員
比
率
を
２
０
２
５
年
に
20
％

に
す
る
目
標
を
掲
げ
、
経
営
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

社
内
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
性
別
の
多
様
性
を
担
保
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
社
外
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
し
て
、女
性

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
原
則「
Ｗ
Ｅ
Ｐｓ
」へ
の
署
名
、

U
N

 W
om

en

（
国
連
女
性
機
関
）が
主
導
す
る
、
メ

デ
ィ
ア
と
広
告
に
よ
っ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
推
進

す
る
世
界
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
「U

nstereotype 
A

lliance

（
ア
ン
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ 

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
）」

へ
の
賛
同
等
、
自
社
内
に
と
ど
ま
ら
ず
社
外
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
協
働
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
女

性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

日
本
ユ
ニ
シ
ス
執
行
役
員
人
事
部
担
当

宮みやし
た下 

尚たかし

女
性
活
躍
推
進
は
、全
て
の「
個
」の

多
様
性
を
活
か
す
第
一
歩
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特集 企業におけるジェンダー・ダイバーシティ
─リーダーの本気度を問う

や
管
理
職
と
の
対
話
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
社
内
外

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
や
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
可
視
化

を
推
進
し
て
い
る
。

取
り
組
み
に
よ
る
成
果

　

こ
う
し
た
様
々
な
施
策
に
よ
り
、
取
り
組
み
前
と

比
較
し
、女
性
役
員
比
率
は
２
０
１
５
年
の
３
・
４
％

か
ら
２
０
２
１
年
に
は
16
・
７
％
に
、
女
性
管
理
職

比
率
は
２
０
１
５
年
の
３
・
２
％
か
ら
２
０
２
１
年

に
は
10
・
３
％
に
上
昇
し
た
。
管
理
職
候
補
者
層
に

お
け
る
男
女
の
昇
格
率
の
差
も
解
消
さ
れ
、
女
性
の

階
層
別
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
受
講
者
の
９
割
が
、

管
理
職
を
キ
ャ
リ
ア
の
１
つ
と
し
て
前
向
き
に
捉
え

て
い
る
。

　

ま
た
全
社
で
の
働
き
方
改
革
に
よ
り
、
育
児
や
介

護
な
ど
を
行
う
こ
と
で
業
務
が
で
き
な
く
な
る
時
間

を
最
小
化
す
る
こ
と
に
よ
る
生
産
性
は
大
き
く
向
上

し
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
迎
え
て
も
「
働
き
続
け
ら

れ
る
」
か
ら
「
活
躍
で
き
る
」
組
織
風
土
が
醸
成
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
、
女
性

社
員
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
牽
引
し
て
い
る
事
例
と
し
て
、

保
育
業
務
支
援
サ
ー
ビ
ス
「ChiReaff Space

」
が

ロ
ー
ン
チ（
公
開
）さ
れ
、
約
１
６
０
施
設
に
導
入
さ

れ
る
こ
と
で
、
保
育
士
の
事
務
作
業
時
間
削
減
に
寄

与
し
て
い
る
。

　

当
社
の
女
性
活
躍
推
進
を
は
じ
め
と
す
る
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
推
進
は
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
、
今
後
も
女

性
の
人
材
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
強
化
と
目
標
達
成
に
向
け

た
取
り
組
み
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、
全
て
の
「
個
」
の
多
様
性
を
、「
受
け
入
れ

る
」
か
ら
「
積
極
的
に
求
め
、
活
か
す
」
風
土
を
根

付
か
せ
て
い
き
た
い
。

上
司
共
に
、
育
児
期
間
中
は
子
育
て
を
優
先
す
る
の

が
当
然
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
女
性
の
キ
ャ
リ

ア
が
中
断
す
る
の
は
仕
方
が
な
い
と
い
う
、
キ
ャ
リ

ア
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
が
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
男
女
の
昇
格
率

の
差
や
、
女
性
管
理
職
比
率
の
低
さ
、
意
思
決
定
層

に
お
け
る
多
様
性
の
欠
如
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
て

い
た
。
ま
た
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
不
在
や
ス
キ
ル
向
上

の
機
会
等
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
へ
の
不
安
や
課
題
を

抱
え
る
女
性
社
員
が
多
く
、
こ
う
し
た
女
性
自
身
の

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
や
、
積
極
的
な
登
用
を
行
う
こ
と

に
よ
る
、
管
理
職
候
補
者
層
か
ら
意
思
決
定
層
に
至

る
ま
で
の
、
女
性
の
人
材
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
構
築
が

必
要
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
別
の
「
意
識
・
行
動
改
革
」

と
し
て
、
全
ミ
ド
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
に
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
テ
ー
マ
と

し
た
研
修
を
必
須
化
し
、
ま
た
、
上
位
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
層
に
は
「
２
０
２
５
年
に
女
性
管
理
職
を
２
０
２

０
年
の
２
倍
に
す
る
」
と
の
目
標
達
成
に
向
け
、
管

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
解
消
と 

女
性
の
人
材
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
構
築

　

当
社
で
は
以
前
か
ら
、
時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ

な
い
働
き
方
に
関
し
て
は
、
法
定
以
上
の
社
内
制
度

や
仕
組
み
を
整
備
し
て
お
り
、
育
児
や
介
護
と
い
っ

た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
機
に
退
職
す
る
社
員
は
ほ
ぼ

い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
女
性
社
員
・

（
注
）�Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
：
２
０
２
０
年
に
発
足
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
を
共
同
購
入
し
途
上
国
な
ど
に
分
配
す
る
国
際
的
な
枠
組
み

理
職
登
用
計
画
策
定

を
必
須
化
し
て
、
進

捗
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
い
る
。

　

加
え
て
女
性
社
員

の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト

の
た
め
、
女
性
の
階

層
別
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
実
施
や
、
社
外

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
講

促
進
、
女
性
取
締
役
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女性役員・女性管理職比率の推移 女性社員のマインド

女性育成プログラム
2020年度受講者アンケートより

①管理職をキャリアの１つとして
　考えたい
②オファーがあったらやってみたい
③管理職以外の仕事や役割に就きたい
④現在のままがよい

約９割が管理職に就くことに
　前向きに（①＋②）

②18％

③4％
④7％

①71％

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

11.4%

女性役員比率女性管理職比率

女性役員・管理職比率と女性社員のマインドセット

女性育成プログラム
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